
教 育 委 員 会 会 議 録  

                 令和６年７月１０日（水） 

 

 

１ 議事日程 

別紙のとおり 

 

２ 出席した委員等 

飯田靖教育長、岡田豊委員、度 秀子委員、河野明日香委員、野杁晃充委員 

内田智子委員 

 

３ 出席した職員 

川口佐織事務局長、坂川智次長兼管理部長、橋本具征教育部長 

髙木健一教育改革監、山脇正成総合教育センター所長、佐藤孝総務課長 

中野幸治財務施設課長、大谷健二教職員課長、清貴康福利課長 

小野内茂喜あいちの学び推進課長、加納澄江高等学校教育課長 

尾本国博義務教育課長、安楽孝幸特別支援教育課長、祖父江達夫保健体育課長 

長坂昌彦ＩＣＴ教育推進課長、木全貴治中高一貫教育室長 

山田洋暢教職員課担当課長、川田敦行総務課担当課長、塚田祐介総務課課長補佐 

 

４ 前回会議録の承認 

飯田教育長が各委員に諮り、前回の会議録は承認された。 

 

５ 教育長報告 

飯田教育長が各委員に諮り、報告事項（２）公立学校教職員の懲戒処分については、

人事案件のため、非公開にて報告を受けることとした。 

（１） 令和６年６月定例県議会の概要について 

佐藤総務課長が、令和６年６月定例県議会の概要について報告。 

飯田教育長が各委員に諮り、報告事項は了承された。 

（２） 公立学校教職員の懲戒処分について 

非公開において報告されたため、愛知県教育委員会会議規則第１４条第３項の規

定により、会議録は別途作成。 

（３） 令和７年度（2025 年度）採用愛知県公立学校教員採用選考試験第１次試験結果

について 

大谷教職員課長が、令和７年度（2025 年度）採用愛知県公立学校教員採用選考

試験第１次試験結果について報告。 

飯田教育長が各委員に諮り、報告事項は了承された。 

 

午前１０時００分 開会 

午前１０時４１分 閉会 



６ 請願 

  請願第６号 愛知県就職問題連絡協議会における「２０２５年３月新規中学生・高等 

学校卒業生の就職に係る推薦及び選考開始期日等についての申し合わせ」 

に基づき、新規高等学校卒業者については、１１月１日以降の応募・推薦 

に当たっては「一人二社」まで応募・推薦を可能とします。を、確認等お 

こない明確にし、公表することを求める請願。 

    飯田教育長が各委員に諮り、「賛成者なし」により本請願は不採択とされた。 

〔委員の主な意見及び事務局の説明〕 

    （岡田委員） 

      本県の高校生の就職について、１０月３１日までは一人一社制、それ以降は

一人二社までの応募が可能になるということであるが、一人一社制のメリッ

ト・デメリットを含めて広く周知されているのかどうかをお聞きしたい。 

    （加納高等学校教育課長） 

      生徒が学校生活や学業を優先しながら短期間で就職活動をすることができる

という点が、一人一社制のメリットとして挙げられる。 

デメリットについては、２０２２年４月に成年年齢が１８歳に引き下げられ

たことにより、高校生はこれまで以上に職業意識を持って自分の意思で職業選

択を進めることが求められるようになったため、一人一社制の在り方を見直す

声が上がった。また、人手不足に悩む一部の企業からも見直しを望む声が上が

っており、ミスマッチや早期離職の原因の一つになっているという指摘もある。 

周知についてであるが、本県の高校生の就職において、９月１６日の選考開

始から１０月３１日までは一人一社制、１１月１日以降は一人二社まで応募す

ることができることについては、令和６年３月１１日に開催された、愛知県就

職問題連絡協議会で申し合わせを行っており、３月２５日に愛知労働局が報道

発表するとともに、ホームページ上にも公開されている。また、４月１日付け

で、各県立高等学校にも通知しているので、この内容は広く周知されていると

考えている。 

なお、こうした申し合わせは毎年度行われているので、各学校に対しても毎

年度通知をしている状況である。 

    （岡田委員） 

      高校生の就職に係る申し合わせ事項は、適切に運用されているのか。 

    （加納高等学校教育課長） 

      各学校では、就職に係る申し合わせ事項に沿いながら、生徒の希望を丁寧に

聞き、生徒一人一人に寄り添った就職指導を行っており、生徒の就職試験の応

募や選考結果については、学校がすべて把握している。 

 教育委員会では、毎年、各学校から就職状況についての報告を受けており、

申し合わせ事項は適切に運用されていると考えている。 

（岡田委員） 

      新規中学生卒業者の就職の現状はどうなっているのか。 



    （尾本義務教育課長） 

      中学生の就職については、「２０２５年３月新規中学生・高等学校卒業生の就

職に係る推薦及び選考開始期日等についての申し合わせ」に基づき、県内は同

一日に選考を行うため、実質、一人一社の受験となっている。また、就職を希

望する新規中学卒業生は少なく、かつ求人募集職種も少ないため、複数受験は

現実的ではない状況となっている。 

      各学校ではミスマッチがないように、就職希望生徒一人一人の思いに寄り添

いつつ、募集元の状況を確認しながら、親切丁寧な就職支援を行っている。 

    （度 委員） 

      中学校卒業生の就職希望者は何名ぐらいなのか。 

    （尾本義務教育課長） 

      昨年度３月の状況では、１３０名程度である。 

    （度 委員） 

      １３０名の就職希望者に対して、学校の教員が手厚く面倒を見て就職の斡旋

をしていたと考えて良いのか。 

    （尾本義務教育課長） 

      各学校で就職希望者の希望に沿って丁寧に対応していると認識している。 

    （度 委員） 

高校生になると、インターンシップのように、生徒が独自に自分の進路を決

めていくことを考え始められる年齢だと思うが、中学生の間はまだ義務教育の

ため、教員から支援を受けるのが適切であると思うので、今後協議を進めてい

ただければと思う。 

    （野杁委員） 

中学校卒業者は同一日に選考されるということであるが、選考日はいつにな

るのか。 

    （尾本義務教育課長） 

選考日は１月２７日である。 

    （野杁委員） 

毎年日にちは決まっているのか。 

    （尾本義務教育課長） 

日にちは大体この時期である。 

    （野杁委員） 

昨年度、中学生の就職希望率が０．２％であると伺ったが、一人二社制まで

要件を広げるかどうかについては、実際に就職した生徒に聞くのが良いと思う。

生徒にヒアリングをしたり、生徒の就職を斡旋した教員に実際はどうであった

かを聞く等、テータを吸い上げるのが一番大事だと思う。今後検討していくの

であれば、ヒアリングによるアンケートについても考えてほしいと思う。 

     

（河野委員） 



      中学生と高校生で大きく異なる部分は、義務教育かそうではないかというこ

とであるとは思うが、成年年齢という部分も大きく関わる。 

生徒それぞれが主体的に就職活動や進路選択をすることは大事だと思うが、

中学生の場合は保護者との関係もあるので、拡大していく方法を考えるとして

も、年齢差や発達の違いについても慎重に考えるべきだと思う。 

他県でも、ある程度枠組みがある中で複数社受けられるとしているところも

あると聞くので、進路選択の自由や就職活動の自由等を確保しながらも、どの

ように拡大すればいいかというのは、様々な意見を吸収しながら協議していた

だきたいと思う。 

    （岡田委員） 

      生徒が複数社受ける場合、学校としては内定辞退を恐れていると思う。校長

は企業に対して生徒の推薦をしているので、辞退というのは極力避けたいので

はないか。そういった点から、学校としても企業としても、一人一社制のメリ

ットは現実としては大きいと思う。 

中学生の場合はまだ義務教育なのでしっかりと指導していくのが大切だと思

うが、高校生は自主性を尊重していくことが必要となる。学校がすべて丸抱え

で面倒を見ていくという時代ではないと思うので、高校生であれば、ある程度

自分たちで職業選択していく力をつけることが必要だと思う。 

現段階ではまだまだ一人一社制に依る部分が大きいとは思うが、将来的には

一人二社制を確立した方が良いと思うので、将来のことを考えながら進めてい

く必要がある。 

    （飯田教育長） 

      一人一社制については、メリット・デメリットが色々あるので、どれがベス

トかというと難しい。色々な声があるということを謙虚に受け止め、生徒が将

来選択をする中で後悔することのない選択肢を作っていくことが大事であり、

愛知県就職問題連絡協議会に対しても、しっかり愛知県教育委員会としての意

見や考え方を説明していきたい。 

また、企業ともどこまで擦り合わせができるのかという部分も大切になって

くるので、今後考えていきたい。 

中学生と高校生では発達段階が異なるので、そういった点もよく見た上で今

後考えていかなければならない。選択の幅が広がるのはとても大切なことであ

るが、生徒たちが迷うことがないような形にしていかなければならない。制度

の確立に向けてしっかりと取り組んでいきたい。 

 

７ 議案 

  飯田教育長が各委員に諮り、第１６号議案 令和６年度愛知県教育表彰被表彰者につ 

いては、人事案件のため、非公開において審議することとした。 

 第１６号議案 令和６年度愛知県教育表彰被表彰者について 

   非公開において審議されたため、愛知県教育委員会会議規則第１４条第３項の規



定により、会議録は別途作成。 

第１７号議案 愛知県教育委員会公告式規則の一部改正について 

佐藤総務課長が、愛知県教育委員会公告式規則の一部改正について請議。 

飯田教育長が各委員に諮り、全員一致により原案どおり可決された。 

  第１８号議案 令和７年度愛知県立附属中学校入学者選抜募集要項について 

    木全中高一貫教育室長が、令和７年度愛知県立附属中学校入学者選抜募集要項に

ついて請議。 

    飯田教育長が各委員に諮り、全員一致により原案どおり可決された。 

〔委員の主な意見及び事務局の説明〕 

    （度 委員） 

      ２次選抜に通らなかった場合、他の学校を受験できるのか。 

    （木全中高一貫教育室長） 

      日程的に他の学校と被ることがなければ、私立学校等と併願することが可能

である。 

 

８ 協議題 

飯田教育長が各委員に諮り、協議題（１）令和６年度愛知県表彰条例による表彰候補 

者の選考について及び協議題（２）令和７年春の叙勲候補者選考については、人事案件

のため、非公開において協議することとした。 

（１） 令和６年度愛知県表彰条例による表彰候補者の選考について 

非公開において協議されたため、愛知県教育委員会会議規則第１４条第３項の

規定により、会議録は別途作成。 

（２） 令和７年春の叙勲候補者選考について 

非公開において協議されたため、愛知県教育委員会会議規則第１４条第３項の

規定により、会議録は別途作成。 

 

９ その他 

な  し 

 

10 特記事項 

（１） 飯田教育長が今回の会議録署名人として度 委員を指名した。 

（２） 請願第６号「愛知県就職問題連絡協議会における「２０２５年３月新規中学生・ 

高等学校卒業生の就職に係る推薦及び選考開始期日等についての申し合わせ」に 

基づき、新規高等学校卒業者については、１１月１日以降の応募・推薦に当たっ 

ては「一人二社」まで応募・推薦を可能とします。を、確認等おない明確にし、 

公表することを求める請願。」について、請願者から口頭陳述したい旨の申し出が 

あり、飯田教育長が前回会議録の承認後、５分以内に限り口頭陳述することを許 

可した。 

（３） 傍聴人 ３名 


